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P
rolog

u
e

市民と共に、旧第 3倉庫と次の 100 年へ

小樽運河のほとりにたたずむ旧第 3倉庫は、100 年の時を超えて受け継がれてきた小樽の

歴史と市民の思いを宿す特別な存在です。その壮大な唯一無二の建物は、過去から現在、

そして未来へとつながる記憶の船のように、私たちに多くの物語を語りかけます。

今、私たちはこの倉庫を、次の 100 年に向けた文化観光の拠点として生まれ変わらせよう

としています。食とアートを通じて、市民と共に小樽の魅力を未来へ紡ぎ、訪れる人々に

新たな感動と出会いを届けていきます。

運河の埋め立てをめぐって繰り広げられた小樽運河保存運動から約半世紀。

静かにたたずむ旧第 3倉庫に、暫しの眠りから目覚めさせるかのような明かりが灯されま

した。

̶ 旧第 3倉庫と次の 100 年へ

小樽の新たな可能性をめぐる壮大な物語が、この運河のほとりから始まろうとしています。

Prologue
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２
０
２
２
年
５
月
に
「
共
創
で
繋
ぐ
、
文
化
と
経
済
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
掲
げ
活
動
を
開
始
し
、
２
０
２
３
年
１
月
に
は
旧
第
３
倉
庫
の
具
体

的
利
活
用
計
画
作
成
に
向
け
た
連
携
協
定
を
小
樽
市
と
結
び
、
官
民
連

携
で
こ
れ
ま
で
活
動
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
声
を
受
け
、
旧
第
３
倉
庫
の
解
体
を
防
ぎ
、
所
有
者
で
あ
っ

た
北
海
製
罐
株
式
会
社
か
ら
小
樽
市
へ
の
土
地
・
建
物
の
譲
渡
へ
と
繋

げ
た
市
民
団
体
で
あ
る
「
第
３
倉
庫
活
用
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
以
下
、
活
用

Ｍ
Ｔ
）」（
２
０
２
１
年
１
月|

10
月
）が
ま
と
め
た
活
用
案
を
ベ
ー
ス
に
、

後
継
組
織
と
し
て
そ
の
内
容
を
検
証
し
創
造
的
に
発
展
さ
せ
る
形
で

利
活
用
計
画
を
作
る
「
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
で
あ
り
、そ
の
実
現
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
「
中
間
支
援
組
織
」
で
す
。
活
用
Ｍ
Ｔ
時
の
メ
ン
バ
ー
も
数
人

継
続
し
て
Ｏ
Ｃ
＋
の
役
員
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 O

T
A
R
U
  C

R
E
A
T
IV
E
  P

L
U
S

（
以
下
、
Ｏ
Ｃ

＋
）
は
、小
樽
に
ゆ
か
り
が
あ
り
市
内
外
で
活
躍
す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
組
織
で
す
。

　
ま
た
、
Ｏ
Ｃ
＋
は
「
北
運
河
お
よ
び
周
辺
地
域
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
」

（
２
０
１
４
年
）
を
小
樽
市
と
共
に
制
作
し
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 O

T
A
R
U
 

B
R
A
N
D
IN

G
 &
 M

A
R
K
E
T
IN

G

（
以
下
、
Ｏ
Ｂ
Ｍ
）
の
後
継
組
織

で
も
あ
り
、
旧
第
３
倉
庫
が
立
地
す
る
北
運
河
の
可
能
性
を
探
る
こ
と

も
私
た
ち
の
役
割
で
す
。

② 
暮
ら
す
人
も
訪
れ
る
人
も
小
樽
の
魅
力
や
価
値
を
共
有

　
で
き
る
場
の
創
出

【
想
定
施
設
】

③ 

豊
か
な
感
性
、
将
来
を
担
う
人
材
を
育
む
場
の
創
出

【
想
定
施
設
】

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
経
緯

第
１
章

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

　
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
F
Ｍ
お
た
る
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ

　
室
内
型
児
童
公
園

　
子
供
向
け
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設 

な
ど

　
地
元
食
材
レ
ス
ト
ラ
ン

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
小
樽
の
歴
史
、

　
近
代
建
築
、
運
河
の
歴
史
、

　
製
罐
の
歴
史
等
）

　
専
門
テ
ナ
ン
ト

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
、　

　
ス
パ
イ
ラ
ル
シ
ュ
ー
ト
な
ど   
   

第
３
倉
庫
の
特
徴
を
活
か
し
た 

    

遊
戯
施
設
、
宿
泊
施
設 

な
ど

　
文
化
活
動
ル
ー
ム（
貸
室
）

　
展
示
ス
ペ
ー
ス

　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

　
美
術
館
（
現
代
ア
ー
ト
等
）

　
デ
ジ
タ
ル
文
化
学
習
セ
ン
タ
ー
　
　

　
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー 
な
ど

〈
こ
れ
ま
で
の
１
０
０
年
か
ら
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
へ
〉

  

小
樽
の
個
性
が
息
づ
く
ま
ち
づ
く
り

① 

市
民
が
「
ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
」
を
感
じ
ら
れ
る
場
の
創
出

【
想
定
施
設
】

第３倉庫活用ミーティングの保全・活用案

4

１
．
第
３
倉
庫
活
用
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
継
組
織

　
　
と
し
て
（
小
樽
市
と
連
携
）

illustration by Kaoru Sasahara



　
２
０
２
３
年
10
月
の
小
樽
市
に
よ
る
改
修
工
事
で
譲
渡
時
に
外
さ
れ
て

い
た
消
防
設
備
が
再
整
備
さ
れ
、
旧
第
３
倉
庫
が
倉
庫
と
し
て
復
活
し
た

こ
と
で
、
限
定
的
な
エ
リ
ア
で
す
が
建
物
内
部
を
使
っ
た
社
会
実
証
実
験

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
以
降
、
活
用
Ｍ
Ｔ
時
か
ら
集

め
た
市
民
意
見
を
参
考
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
市
内
の
各
ま
ち
づ
く
り
関
連

団
体
と
「
共
創
」
す
る
形
で
、
バ
ル
コ
ニ
ー
で
の
チ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
屋
内

を
使
っ
た
マ
ル
シ
ェ
な
ど
、
複
数
回
開
催
し
、
そ
の
都
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
な
が
ら
、旧
第
３
倉
庫
の
持
つ
可
能
性
と
課
題
を
探
っ
て
き
ま
し
た
。

　
社
会
実
証
実
験
の
結
果
、
市
民
の
高
い
満
足
度
や
今
後
へ
の
期
待
な

ど
、
利
活
用
に
お
け
る
建
物
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
が
、
課
題
に
関
し
て
は
建
物
自
体
が
抱
え
る
問
題
に
加
え
、

隣
接
す
る
繁
忙
エ
リ
ア
及
び
そ
の
拠
点
と
の
棲
み
分
け
と
連
携
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
旧
第
３
倉
庫
の
利
活
用
を
考
え
る
た

め
に
は
、
建
物
が
立
地
す
る
北
運
河
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
隣
接
す
る

周
辺
エ
リ
ア
を
含
め
た
広
域
の
計
画
が
必
要
で
す
。

2
． 
社
会
実
証
実
験
に
よ
る
可
能
性
と
課
題
の
発
見

5

令和5年10月15日開催、来場者数約300人

令令和5年11月10日-12日開催、来場者数約4,000人



　　
２
０
２
４
年
10
月
の
旧
第
３
倉
庫
１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

「K
IT

A
U
N
G
A
 D

IS
T
R
IC

T

」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
元
に

「
食
×
ア
ー
ト
」
と
「
北
運
河
」
を
テ
ー
マ
に
、
北
運
河
エ
リ
ア
の
南
北

の
端
に
あ
た
る
旧
第
３
倉
庫
と
運
河
公
園
に
会
場
を
設
置
し
、
仮
設
の
桟

橋
を
設
け
両
会
場
を
運
河
ク
ル
ー
ズ
で
繋
ぐ
形
で
三
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　
旧
第
３
倉
庫
会
場
で
は
「
食
×
ア
ー
ト
」
の
テ
ー
マ
に
絞
り
、
建
物
内

で
は
北
運
河
へ
の
散
策
を
促
す
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
可
能
な
飲
食
店
ブ
ー
ス

と
食
の
ア
ー
ト
体
験
と
し
て
の
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
を
設
置
。

旧
第
３
倉
庫
の
運
河
面
に
は
１
０
０
周
年
の
特
別
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
し
て

フ
ル
カ
ラ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
て
昇
降
設
備
を
照
ら
し
、
照
明
を
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
の
音
声
と
連
動
さ
せ
る
形
で
、
建
物
を
擬
人
化
す
る
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
運
河
公
園
会
場
で
は
、
公
園
内
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
並
べ
な
が
ら

Ｄ
Ｊ
イ
ベ
ン
ト
や
国
指
定
重
要
文
化
財
・
旧
日
本
郵
船
小
樽
支
店
へ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
（
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
）
の
可
能
性
を

探
る
映
像
投
影
実
験
、
ま
た
休
憩
棟
で
は
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
し
た
。

期
間
中
は
前
年
度
に
制
作
し
た
「K

IT
A
U
N
G
A
 W

A
L
K
 M

A
P

」

も
配
布
し
、
食
べ
歩
き
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
多
く
の
皆
様
に
北
運
河

の
散
策
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
る
旧
第
３
倉
庫
以
北
の
「
北

運
河
」
エ
リ
ア
を
包
括
す
る
面
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
活
か
し
、
地
域
全
体
の
未
来
を
描
く
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
旧
第
３
倉
庫
以
南
、
特
に
観
光
客
で
賑
わ
う
中
央
通
り
南
側

エ
リ
ア
か
ら
の
誘
客
も
行
い
な
が
ら
、
毎
年
秋
の
定
番
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
旧
第
３
倉
庫
と
北
運
河
の
価
値
を
発
信
し
続
け
ま
す
。

３
．K

IT
A
U
N
G
A
 D
IS
T
R
IC
T

       
（「
食
×
ア
ー
ト
の
旧
第
３
倉
庫
」と「
北
運
河
」）
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令和6年10月12日-14日開催、来場者数約3,300人



４
．「
ま
だ
会
」
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
と

　
　「M

A
H
D
A
K
A
I?

」
で
の
学
び

　
２
０
２
３
年
７
月
か
ら
私
た
ち
が
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に

「
ま
だ
会
（
お
た
る
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
共
創
カ
イ
ギ
）」
が
あ
り
ま
す
。「
小
樽

を
愛
す
る
人
を
全
力
応
援
」
と
「
ぜ
ん
ぶ
、
ジ
ブ
ン
タ
チ
ご
と
」
を
合
言

葉
に
、
小
樽
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ま
ち
づ
く
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
渦
を
生
み

出
す
た
め
の
取
り
組
み
で
、起
業
な
ど
の
価
値
創
出
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
５
月
か
ら
は
Ｆ
Ｍ
お
た
る
の
協
力
に
よ
り
「
ま
だ
ラ
ジ
」

を
ス
タ
ー
ト
。
ま
だ
会
の
登
壇
者
に
出
演
し
て
も
ら
い
な
が
ら
イ
ベ
ン

ト
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
る
た
め
、
発
信
を
続
け
て
い
ま
す
。
将
来
的
に

旧
第
３
倉
庫
が
利
活
用
さ
れ
る
際
に
活
か
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
位

置
付
け
も
こ
の
取
り
組
み
に
は
あ
り
ま
す
。

まだ会の様子

４
．「
ま
だ
会
」
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
と

　
　「M

A
H
D
A
K
A
I?

」
で
の
学
び

〈
第
３
倉
庫
はM

A
H
D
A
K
A
I?

〉

　
通
常
の
「
ま
だ
会
」
は
市
内
で
活
動
し
て
い
る
ゲ
ス
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
発
表
し
て
も
ら
い
、
参
加
者
同
士
で
ブ
レ
ス
ト
し
な
が
ら
、
抱

え
て
い
る
課
題
の
解
決
や
新
た
な
可
能
性
を
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら

探
っ
て
い
く
形
で
す
が
、
２
０
２
４
年
度
は
そ
の
ス
ピ
ン
オ
フ
版
と
し

て
、
旧
第
３
倉
庫
の
利
活
用
計
画
に
活
か
す
た
め
の
勉
強
会
「
第
３
倉

庫
はM

A
H
D
A
K
A
I?

」
を
全
３
回
開
催
し
ま
し
た
。

   

第
１
回
（
６
月
）|
旧
第
３
倉
庫
の
歴
史
と
価
値
に
つ
い
て
／
こ
れ
ま
で

    

の
復
習
／
参
加 

者
ブ
レ
ス
ト

第
一
部  

『
な
ぜ
「
第
３
倉
庫
」
は
こ
こ
に
あ
る
の
か
？
』
小
樽
市
総 

   

　
　
　   

合
博
物
館
館
長
・
石
川
直
章
氏

第
二
部  

『
第
３
倉
庫
と
北
運
河
の
こ
れ
ま
で
』
Ｏ
Ｃ
＋
専
務
理
事
・

                 

福
島
慶
介

第
三
部  

「
ま
だ
会
」
同
様
参
加
者
同
士
に
よ
る
旧
第
３
倉
庫
利
活
用

                  

に
関
す
る
ブ
レ
ス
ト

   

第
２
回
（
８
月
）
|
旧
第
３
倉
庫
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
／
ア
ー
ト

   

を
活
か
し
た
文
化
創
造
と
場
作
り
に
つ
い
て

第
一
部  

『
旧
北
海
製
罐
倉
庫
第
３
倉
庫
（
１
９
２
４
年
）
の
価
値
　

                

と
保
存
・
活
用
を
考
え
る
―
小
樽
か
ら
見
る
西
欧
近
代
建
築          

                

の
潮
流
と
建
築
再
生
か
ら
学
ぶ
―
』
北
海
道
職
業
能
力
開
発  

                  

大
学
校
特
別
顧
問
・
駒
木
定
正
氏

第
二
部  

『
生
き
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
―
つ
く
ろ
う
と
す
る
態
度
を  

                 

醸
す
と
こ
ろ
―
』
秋
田
公
立
美
術
大
学
教
授
・
藤
浩
史
氏

第
三
部 
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、藤
浩
史
氏
×
五
十
嵐
慎
一
郎（
Ｏ
Ｃ
＋
）・

                
福
島
慶
介
（
Ｏ
Ｃ
＋
）

   

第
３
回
（
10
月
、「K

IT
A
U
N
G
A
 D
IST

R
IC
T

」
最
終
日
）|

   

ま
ち
づ
く
り
×
ア
ー
ト
×
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
／
こ
れ
か
ら
の
小
樽 

   

の
ま
ち
づ
く
り
と
第
３
倉
庫
に
つ
い
て

第
一
部  

『
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
「
ま
ち
づ
く
り
×
ア
ー
ト
×
ビ
ジ
ネ
ス
」

             

に
つ
い
て
。
寺
田
倉
庫
そ
し
て
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｏ
を
通
し
て
実
現   

             

さ
れ
て
き
た
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る

            

地
域
の
未
来
に
つ
い
て
。』
東
方
文
化
支
援
財
団
理
事
長
・ 

            

中
野
善
壽
氏

第
二
部  

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
『
こ
れ
か
ら
の
小
樽
の
歴
史
的
な
特
徴

　
　
　
　
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
第
３
倉
庫
に
つ
い
て
』、
中
野
善
壽
氏

　
　
　
　
× 

五
十
嵐
慎
一
郎
（
Ｏ
Ｃ
＋
）・
歌
原
大
吾
（
Ｏ
Ｃ
＋
ま
だ
会
）・

                 

西
條
公
敏
氏
（
市
内
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
）・
山
本
み
ゆ
き（
Ｏ
Ｃ
＋
）

7
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Ｏ
Ｃ
＋
設
立
以
来
、
各
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
旧
第
３
倉
庫
利

活
用
に
対
す
る
市
民
の
意
見
や
、
関
連
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

事
業
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
く
な
ど
の
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
そ
れ
ら

を
理
事
会
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
議
論
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
一
連
の
活
動
と
議
論
を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
次
の
よ
う
な
テ
ー

マ
で
旧
第
３
倉
庫
を
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
者
で
あ
る
藤
氏
と
中
野
氏
か
ら
話
さ
れ
た
ま
ち

づ
く
り
の
実
態
は
、
理
想
と
現
実
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
、
利
活
用
計
画
作
成
に
お
け
る
重
要
な
エ
ッ
セ
ン

ス
と
な
り
ま
し
た
。

第
３
倉
庫
はM

A
H
D
A
K
A
I?

で
の
学
び

【
地
域
全
体
に
関
わ
る
も
の
】

　
地
域
の
活
性
化
に
は
、
新
た
な
視
点
を
取
り
入
れ
た
変
革
が
必
要
。

　
現
状
維
持
で
は
衰
退
を
防
ぐ
こ
と
が
難
し
い
。

　
大
胆
な
変
化
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
推
進
に
は
市
長
や
自
治
体
　

　
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

　
地
域
主
体
の
取
り
組
み
を
大
切
に
し
、
地
元
資
源
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
を
活
か
し
た
発
展
を
目
指
す
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
持
続
可
能
な
事
業
と
す
る
た
め
に
、単
な
る
低
価
格
戦
略
で
は
な
く
、

　
価
値
を
認
め
て
適
正
な
対
価
を
支
払
う
来
訪
者
を
惹
き
つ
け
る

　
こ
と
が
重
要
。

　
建
設
的
な
議
論
を
促
し
、
資
金
や
行
動
を
伴
わ
な
い
意
見
だ
け
が

　
先
行
す
る
状
況
を
改
善
し
、
実
行
力
を
伴
う
仕
組
み
を
整
え
る
。

　
新
し
い
も
の
＝
ア
ー
ト
（
芸
術
）、
そ
れ
ら
を
創
り
続
け
る
態
度
が

　
重
要
。
培
っ
て
き
た
も
の
を
含
め
た
総
体
＝
新
た
な
文
化
と
な
る
。

【
旧
第
３
倉
庫
に
関
わ
る
も
の
】

　
規
模
が
大
き
く
全
体
を
一
度
に
活
用
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
た
め
、

　
段
階
的
・
戦
略
的
な
活
用
を
検
討
す
べ
き
。

　
１
０
０
ｍ
に
わ
た
る
見
通
し
の
良
い
廊
下
な
ど
、
建
物
の
持
つ
特
徴

　
を
最
大
限
に
活
か
し
た
利
活
用
を
進
め
る
べ
き
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
は
、

　
倉
庫
の
特
性
を
活
か
し
、
魅
力
的
な
活
用
方
法
の
一
つ
と
し
て
期
待

　
で
き
る
。

　「
つ
く
る
人
を
育
て
る
場
所
を
つ
く
る
」
と
い
う
視
点
で
、
新
た
な

　
創
造
の
場
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
運
営
に
お
い
て
は
、
シ
ス
テ
ム
設
計
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
ハ
ー
ド

　（
施
設
）・
基
盤
（
運
営
）・
コ
ン
テ
ン
ツ
（
事
業
）
と
い
っ
た
構
造

　
を
整
理
し
な
が
ら
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
有
効
。

8



　
私
た
ち
は
、
以
下
の
方
針
に
基
づ
き
、
旧
第
３
倉
庫
の
利
活
用
推
進

を
提
案
し
ま
す
。

（
１
） 

文
化
観
光
の
推
進
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。  

        （
小
樽
の
強
み
＋
α
）

　
文
化
観
光
と
は
、
単
な
る
観
光
名
所
の
回
り
歩
き
で
は
な
く
、
地
域

の
歴
史
・
文
化
・
食
・
芸
術
の
体
験
な
ど
を
通
じ
て
市
民
と
交
流
し
な

が
ら
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
価
値
を
楽
し
み
、
深
く
理
解
す
る
観
光

の
形
態
で
す
。

　
文
化
観
光
の
推
進
は
、
観
光
都
市
が
抱
え
る
諸
問
題
を
解
決
し
な
が

ら
豊
か
な
観
光
都
市
を
実
現
し
ま
す
。

  

　
文
化
理
解
の
促
進

  

　
地
域
振
興
と
経
済
効
果

  

　
高
付
加
価
値
観
光

  

　
文
化
振
興

　
小
樽
市
に
訪
れ
る
観
光
客
の
多
く
が
「
食
」
と
「
運
河
・
歴
史
的
建

造
物
」
を
目
的
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
小
樽
の
観
光
の
強
み
は
、

す
で
に
文
化
的
な
要
素
に
根
ざ
し
て
お
り
、
こ
れ
を
さ
ら
に
「
小
樽
の

強
み
＋
α
」
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　
旧
第
３
倉
庫
を
文
化
観
光
拠
点
と
す
る
こ
と
は
、
単
な
る
観
光
振
興

で
は
な
く
、
市
民
自
身
が
ま
ち
の
価
値
を
再
発
見
し
、
創
造
力
を
育
む

場
を
提
供
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
旧
第
３
倉
庫
は
、
小
樽
に
お
い
て
唯
一
無
二
の
存
在
で
あ
り
、
単

な
る
歴
史
的
景
観
を
超
え
た
価
値
を
持
つ
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
で
す
。

１
０
０
年
に
わ
た
り
小
樽
運
河
と
と
も
に
ま
ち
の
歴
史
を
見
守
っ
て
き

た
こ
の
建
築
は
、
運
河
と
一
体
の
景
観
を
形
成
す
る
象
徴
的
存
在
で
あ

り
、
小
樽
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
そ
の
も
の
を
体
現
す
る
文
化
的
遺
産

で
す
。

　
こ
の
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル
と
独
自
の
構
造
は
、
文
化
・
観
光
・
経
済

を
融
合
さ
せ
、
交
流
を
活
性
化
さ
せ
る
「
文
化
観
光
拠
点
」
と
し
て
の

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
運
河
と
調
和
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
景
観
は
、国
内
外
の
観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
強
い
魅
力
を
持
ち
、歴
史
・

ア
ー
ト
・
食
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
が
共
存
す
る
場
と
し
て
発
展
す

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
備
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、地
元
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー

や
事
業
者
が
活
躍
で
き
る
拠
点
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
こ
の
倉
庫
の
利
活
用
に
対
し
て
、
市
民
は
非
常
に
高
い
関

心
を
寄
せ
て
お
り
、
す
で
に
多
く
の
議
論
や
提
案
が
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
か
つ
て
運
河
保
存
運
動
が
ま
ち
の
未
来
を
切
り
拓
い
た
よ
う
に
、

今
こ
そ
産
学
官
民
が
連
携
し
、
市
民
と
と
も
に
、
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
「
次
の
１
０
０
年
に
向
け
た
創
造
の
場
」
と
し
て
再
構
築
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
状
の
分
区
条
例
で
は
、
倉
庫
・
工
場
用
途
以
外
の
活
用

が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
文
化
観
光
拠
点
と
し
て
の
展
開
が
困
難
な
状
況

で
す
。
こ
の
た
め
、
分
区
条
例
を
変
更
し
、
産
学
官
民
連
携
の
も
と
で

旧
第
３
倉
庫
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

行
政
、
教
育
・
研
究
機
関
、
地
元
事
業
者
、
市
民
が
一
体
と
な
り
、
歴

史
と
景
観
を
守
り
な
が
ら
、
新
た
な
文
化
・
観
光
・
地
域
産
業
の
中

核
へ
と
転
換
す
る
こ
と
で
、
小
樽
の
未
来
に
大
き
く
貢
献
す
る
拠
点
と

な
り
ま
す
。

観
光
収
益
を
文
化
財
の
保
存
や
修
復
に
再
投
資
す
る
こ
と

が
で
き
、
地
域
の
文
化
振
興
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

通
常
の
観
光
に
比
べ
て
高
付
加
価
値
な
観
光
体
験
を
提
供

で
き
、
観
光
客
に
よ
り
深
い
満
足
感
を
与
え
ま
す
。

地
域
の
文
化
を
観
光
資
源
と
す
る
こ
と
で
、
地
域
振
興
や
経

済
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

文
化
資
源
の
観
覧
や
体
験
を
通
じ
て
、
観
光
客
が
そ
の
地
域

の
文
化
を
深
く
理
解
し
、
市
民
と
の
交
流
を
促
し
ま
す
。

　『
旧
第
３
倉
庫
を
、
小
樽
運
河
と
一
体
の
景
観
を
形
成
す
る
文
化
観
光
拠
点
と
し
て
「
活
用
す
る

こ
と
で
残
す
」。
分
区
条
例
を
変
更
し
、
地
元
主
体
の
「
自
分
た
ち
場
所
」
と
し
て
市
民
と
観
光
客
、

歴
史
と
未
来
が
交
錯
す
る
場
へ
。』

１
．  

旧
第
３
倉
庫
の
位
置
づ
け
と
基
本
方
針

9

旧
第
３
倉
庫
利
活
用
計
画
「
テ
ー
マ
」

　- 

旧
第
３
倉
庫
と
次
の
１
０
０
年
へ -

第
２
章



（
２
） 

国
登
録
有
形
文
化
財
へ
の
申
請
を
行
い
、
建
物
の
価
値
を
高
め
る
。

①
旧
第
３
倉
庫
は
現
在
、「
北
海
製
罐
の
建
物
群
」
の
一
部
と
し
て
小
樽
　

　
市
指
定
歴
史
的
建
造
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
し
か
し
、
単
体
の
建
築
と
し
て
の
価
値
を
明
確
に
す
る
た
め
、
市
に
対
し

　
国
登
録
有
形
文
化
財
へ
の
申
請
を
検
討
す
る
よ
う
に
要
望
し
ま
す
。

③
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
る
こ
と
で
、
建
物
の
認
知
度
が
向
上
し
、

　
文
化
観
光
資
源
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
強
化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

　
国
か
ら
技
術
的
ア
ド
バ
イ
ス
や
補
助
（
※
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
※
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
保
存
活
用
計
画
の
策
定
が
必
要
。

（
３
） 

分
区
条
例
を
変
更
し
、
文
化
観
光
施
設
と
し
て
の
活
用
を
可
能

　
　
に
す
る
。

①
旧
第
３
倉
庫
は
現
在
「
工
業
港
区
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
工
場
・

　
倉
庫
用
途
以
外
の
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
こ
の
分
区
制
限
を
見
直
し
、
文
化
・
商
業
・
観
光
用
途
と
し
て
の

　
利
活
用
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
ま
す
。

（
４
） 

Ｏ
Ｃ
＋
は
継
続
し
て
市
と
連
携
し
な
が
ら
旧
第
３
倉
庫
の
利
活
用    

          

を
推
進
す
る
。（
旧
第
３
倉
庫
利
活
用
協
議
会
の
設
置
と
参
加
）

①「
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
と
し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
を
推
進
。

②
利
活
用
の
価
値
を
高
め
る
ア
ー
ト
戦
略
等
の
「
中
間
支
援
組
織
」。

③
利
活
用
の
ク
オ
リ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
企
画
提
案
。

④
利
活
用
協
議
会
を
設
置
・
参
加
し
、
産
学
官
民
連
携
を
推
進
す
る
。

（
５
） 

市
の
財
政
負
担
を
抑
え
つ
つ
、
持
続
可
能
な
産
学
官
民
連
携

　
　
モ
デ
ル
を
確
立
す
る
。

①
建
物
の
維
持
管
理
費
・
改
修
費
は
市
の
財
源
に
極
力
頼
ら
な
い
形

　
と
す
る
。

②
建
物
の
維
持
管
理
費
・
改
修
費
の
補
助
の
た
め
、
産
学
官
民

   

連
携
に
よ
る
新
規
財
源
の
確
保
を
進
め
る
。

具
体
的
に
は
、

　
　
●
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
ガ
バ
メ
ン
ト
版
含
む
）や

    

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
、
企
業
協
賛
の
活
用

　
　
●
文
化
観
光
関
連
の
国
・
北
海
道
の
補
助
金
導
入

　
　
●
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
６
） 

小
樽
市
が
旧
第
３
倉
庫
を
継
続
し
て
所
有
し
、
解
体
リ
ス
ク
を  

         

回
避
す
る
。

①
旧
第
３
倉
庫
の
土
地
・
建
物
に
つ
い
て
、
活
用
Ｍ
Ｔ
の
案
で
は

   「
当
面
の
間
」
市
に
所
有
し
て
も
ら
う
方
針
で
し
た
が
、
今
後
は

   

市
が
継
続
的
に
所
有
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

②
こ
れ
は
、
仮
に
事
業
が
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
で
も
、
解
体
の
リ
ス
ク

　
を
回
避
し
、
建
物
を
長
期
的
に
保
全
す
る
た
め
の
最
善
の
選
択
肢

　
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

以
上
を
小
樽
市
と
Ｏ
Ｃ
＋
の
連
携
で
進
め
、
旧
第
３
倉
庫
を
文
化
観
光

拠
点
と
し
、
オ
ー
ル
小
樽
の
文
化
観
光
都
市
推
進
へ
発
展
さ
せ
ま
す
。
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旧
第
３
倉
庫
の
文
化
観
光
拠
点
化
は
、
北
運
河
エ
リ
ア
全
体
の
文
化

観
光
推
進
を
リ
ー
ド
す
る
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

現
在
、
小
樽
市
は
北
運
河
エ
リ
ア
の
活
性
化
を
模
索
し
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
な
施
策
は
ま
だ
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
旧
第
３
倉
庫
が
文
化
観
光
拠
点
と
な
る
こ
と
で
、
北
運
河
エ
リ
ア
全

体
の
観
光
資
源
の
価
値
を
引
き
上
げ
、
文
化
観
光
モ
デ
ル
エ
リ
ア
に
位

置
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
小
樽
市
が
旧
第
３
倉
庫
の
所
有
を
継
続
し
、
国
登
録
有
形
文
化
財
に

申
請
し
、
分
区
条
例
を
変
更
す
る
こ
と
で
、
市
民
や
事
業
者
が
「
ま
ち

の
未
来
に
関
わ
る
」
意
識
を
高
め
、
北
運
河
エ
リ
ア
を
含
む
ま
ち
づ
く

り
の
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
生
む
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

（
１
）
文
化
観
光
の
回
遊
ル
ー
ト
と
夜
の
北
運
河

●
旧
第
３
倉
庫
か
ら
旧
日
本
郵
船
小
樽
支
店
ま
で
の
歴
史
・
文
化
回
遊

　
ル
ー
ト
を
サ
イ
ン
計
画
・
ア
プ
リ
制
作
と
共
に
造
成
し
、
観
光
客
の

　
滞
在
時
間
を
延
ば
し
ま
す
。

●
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
夜
間
の
魅
力
を
強
化

    

し
ま
す
。

（
２
）
地
域
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
・
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

●
旧
第
３
倉
庫
を
活
用
し
、
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
や
食
文
化
体
験
型
の
催
し

     

を
開
催
し
ま
す
。

●
市
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展
示
を
通
じ
、
創
造
力
を
育
む

　
場
と
し
ま
す
。

（
３
）
北
運
河
エ
リ
ア
の
活
性
化
へ
む
け
た
体
制
構
築
と
モ
デ
ル
化

●
旧
第
３
倉
庫
利
活
用
協
議
会
と
北
運
河
エ
リ
ア
関
連
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

　
ダ
ー
を
加
え
た
「
北
運
河
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
議
会
」
を
設
置
。

●
旧
第
３
倉
庫
を
拠
点
に
北
運
河
を
文
化
観
光
モ
デ
ル
エ
リ
ア
へ
。

２
． 

旧
第
３
倉
庫
が
北
運
河
エ
リ
ア
の
文
化

          
観
光
推
進
を
リ
ー
ド
す
る

３
．
北
運
河
エ
リ
ア
の
活
性
化
に
向
け
た
提
案
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４
．
中
央
通
り
以
北
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
と

        
３
つ
の
拠
点
連
携

12

　
小
樽
駅
か
ら
第
３
号
ふ
頭
ま
で
の
中
央
通
り
を
境
に
、
南
側
は
堺
町

通
り
の
観
光
客
の
流
入
や
第
３
号
ふ
頭
周
辺
再
開
発
に
よ
り
繁
忙
エ
リ

ア
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
中
央
通
り
以
北
は
、
運
河
の
散
策
路

が
北
運
河
北
端
ま
で
続
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運
河
沿
い
の
景

観
や
賑
わ
い
の
不
連
続
性
に
よ
り
観
光
客
が
ほ
と
ん
ど
立
ち
寄
ら
な
い

閑
散
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
旧
第
３
倉
庫
の
利
活
用
で
は
、
中
央
通
り
以
南
か
ら
以
北
へ

の
人
の
流
れ
を
作
り
出
し
、
さ
ら
に
旧
第
３
倉
庫
を
拠
点
と
し
て
北
運

河
エ
リ
ア
ま
で
観
光
客
を
運
ぶ
こ
と
を
目
指
す
こ
と
で
、
面
的
な
賑
わ

い
創
出
に
繋
げ
ま
す
。
特
に
、
市
が
保
有
す
る
旧
第
３
倉
庫
と

旧
小
樽
倉
庫
（
博
物
館
含
む
）
と
、
新
た
な
人
流
の
起
点
と
な
っ
た

第
３
号
ふ
頭
基
部
の
小
樽
国
際
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
）
の
３
つ
の
拠
点
が
形
成
す
る
三
角
形
に
注
目
し
、

次
の
施
策
を
計
画
に
組
み
込
み
ま
す
。

（
１
）
旧
第
３
倉
庫
の
存
在
感
を
強
調
す
る

●
旧
第
３
倉
庫
南
壁
面
の
高
い
位
置
に
視
認
し
や
す
い
施
設
ロ
ゴ

   

マ
ー
ク（
※
）
を
設
置
。

※
屋
外
広
告
物
条
例
を
考
慮
の
上
。

●
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
を
含
め
た
第
３
号
ふ
頭
側
方
面
や
海
側
に
向
け
た

   

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
設
置
。

（
２
）
ア
ー
ト
を
活
か
し
た
歩
行
者
動
線
の
演
出

●
ア
ー
ト
を
活
用
し
、
中
央
通
り
以
北
の
運
河
沿
い
及
び
、
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｃ

と
旧
第
３
倉
庫
を
繋
ぐ
小
樽
港
縦
貫
線
の
景
観
を
魅
力
的
に
演
出
。

●
道
路
協
力
団
体
に
申
請
し
、
道
路
空
間
を
使
っ
た
ス
ト
リ
ー
ト

　
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
（
※
）
や
体
験
型
ア
ー
ト
の
設
置
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
な
ど
を
実
施
。

※
街
路
や
広
場
な
ど
の
屋
外
公
共
空
間
に
設
置
さ
れ
る
家
具
や
装
置
物
　

　
の
総
称
で
、
ベ
ン
チ
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

（
３
）
補
間
交
通
の
活
用

●
運
河
ク
ル
ー
ズ
等
の
水
上
交
通
の
活
用
（
旧
第
３
倉
庫
運
河
面
に

   

乗
降
桟
橋
設
置
）。

●
各
拠
点
屋
外
に
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
の
上
、
自
転
車
及
び
電
動

    

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
活
用
。

（
４
）
３
つ
の
拠
点
の
棲
み
分
け
と
今
後
の
連
携
の
形

旧
第
３
倉
庫
の
利
活
用
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、
隣
接
す
る
旧

小
樽
倉
庫
お
よ
び
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
相
互
補
完
的
な
活
用
を
推
進
し
ま
す

こ
れ
ら
を
旧
第
３
倉
庫
利
活
用
協
議
会
と
、
各
拠
点
お
よ
び
周
辺
の
関

連
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
「
３
拠
点
連
携
協
議
会
」
で
推
進
。

3 拠点連携協議会により推進



　
旧
第
３
倉
庫
の
利
活
用
は
、
文
化
観
光
の
推
進
を
通
じ
て
、
小
樽
の

歴
史
と
未
来
を
つ
な
ぐ
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
小
樽
の
観
光
の
核
で
あ
る
「
食
」
と
「
運
河
・
歴
史

的
建
造
物
」
を
中
心
に
据
え
、
そ
こ
に
「
ア
ー
ト
」
を
融
合
さ
せ
る
こ

と
で
、
観
光
体
験
の
深
化
と
地
域
の
魅
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
観
光
都
市
と
し
て
の
小
樽
が
よ
り
豊
か
で
持
続
可
能
な
発
展
を

遂
げ
る
た
め
、
市
民
と
共
に
学
び
、
共
に
創
り
、
共
に
楽
し
む
場
と

し
て
『
第
３
創
庫
』
を
位
置
づ
け
、
観
光
客
を
迎
え
な
が
ら
、
文
化
観

光
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

    （
１
） 

食
の
継
承
と
発
展

    

・
小
樽
の
伝
統
的
な
食
文
化
の
継
承
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
と
提
供

    

・
地
元
食
材
を
活
か
し
た
新
た
な
名
物
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
と
提
供

    （
２
） 

ア
ー
ト
の
活
用

    

・「
食
」
と
「
運
河
・
歴
史
的
建
造
物
」
を
高
付
加
価
値
化

　 

　    

食
と
ア
ー
ト
の
融
合
に
よ
る
新
し
い
体
験
の
創
出

     

　    

旧
第
３
倉
庫
を
ア
ー
ト
で
彩
り
魅
力
的
に
演
出

    

・
ア
ー
ト
を
通
じ
て
市
民
ま
ち
づ
く
り
を
強
化
（
創
造
性
向
上
）

    

・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
の
展
開
（
交
流
促
進
）

    

・
Ｎ
Ｆ
Ｔ
を
活
用
し
た
ア
ー
ト
作
品
の
販
売
（
収
益
確
保
）

　「
食
」
を
軸
に
運
河
と
一
体
の
景
観
で
あ
る
旧
第
３
倉
庫
の
利
活
用
を

行
う
こ
と
で
、「
運
河
・
歴
史
的
建
造
物
」
も
含
め
た
小
樽
観
光
と
真

正
面
か
ら
向
き
合
う
施
設
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
ア
ー
ト
を
掛
け
合

わ
せ
、
こ
の
場
所
で
し
か
生
み
出
せ
な
い
「M

A
D
E
 IN

 

第
３
創
庫
」

コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
を
市
民
と
共
創
し
、
行
っ
て
い
き
ま
す
。

１
．
食
を
軸
と
し
、
ア
ー
ト
の
融
合
に
よ
る

　
　
価
値
創
出
（M

A
D
E
 IN

 

第
３
創
庫
）
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旧
第
３
倉
庫
利
活
用
計
画
「
コ
ン
セ
プ
ト
」

第
３
章

〈
市
民
と
楽
し
み
、共
創
す
る
『
自
分
た
ち
場
所
』 

＝ 『
第
３
創
庫
』〉



　「
ア
ー
ト
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
（
※
）」
は
、
地
域
の
文
化
や

歴
史
を
再
発
見
し
、
ア
ー
ト
を
通
じ
て
地
域
の
価
値
を
向
上
さ
せ
る

ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
鑑
賞
の
対
象
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
ー
ト
を
媒
介

と
し
て
人
々
が
交
流
し
、
新
た
な
創
造
の
場
と
し
て
機
能
さ
せ
ま
す
。

　
ア
ー
ト
は
創
造
性
を
育
む
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
資
源
を
新
た
な

視
点
で
捉
え
直
し
、
ま
ち
全
体
の
価
値
を
高
め
る
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
創
造
力
や
表
現
力
を
刺
激
し
、
小
樽
を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
街
へ
と
発
展
さ
せ
る
推
進
力
と
な
り
、
文
化
観
光
推
進
へ
向
け
た

強
固
な
土
台
を
市
民
と
共
に
第
３
創
庫
を
拠
点
に
形
成
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
等
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
地
域
の
文
化
や
歴
史
を
軸
と
し
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
流
れ

を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。
市
民
が
気
軽
に
ま
ち
づ
く
り
へ
と
参
加

で
き
る
取
り
組
み
と
し
て
も
、
ア
ー
ト
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｏ
Ｃ
＋
は
当
初
よ
り
計
画
し
て
い
た
ア
ー
ト
の
「
中
間
支
援
組
織
」

と
し
て
の
体
制
を
整
え
、
旧
第
３
倉
庫
や
北
運
河
及
び
隣
接
す
る
エ
リ

ア
の
価
値
向
上
を
行
い
文
化
観
光
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※
ア
ー
ト
の
意
味
は
広
範
に
渡
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
ア
ー
ト
の
本
質

で
あ
る
、
自
己
表
現
／
共
感
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
／
問
い
を
投
げ

か
け
る
／
文
化
や
歴
史
の
反
映
／
創
造
性
の
発
揮
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

作
品
自
体
の
価
値
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
ら
を
ま
ち
づ
く
り

に
活
か
す
前
提
で
扱
い
ま
す
。
　

　
こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
「
ア
ー
ト
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
は

小
樽
で
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
も
の
で
し
た
が
、
２
０
２
０
年
に

開
催
さ
れ
た
「
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
小
樽
展
」
を
は
じ
め
、
市

内
各
所
で
事
例
が
増
え
て
き
て
お
り
一
定
の
評
価
を
得
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
２
０
２
３
年
に
開
催
さ
れ
た
「
第
46
回
全
国
町
並
み
ゼ

ミ
小
樽
大
会
」
に
お
い
て
も
分
科
会
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
ア
ー
ト
の

視
点
か
ら
見
た
歴
史
的
町
並
み
の
潜
在
的
価
値
」
が
設
置
さ
れ
、
そ

の
可
能
性
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
の
「K

IT
A
U
N
G
A
 

D
IS
T
R
IC

T

」
期
間
中
は
、
旧
第
３
倉
庫
会
場
で
は
建
物
に
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
を
施
し
建
物
自
体
が
１
０
０
年
の
歴
史
を
語
る
擬
人
化
さ

れ
た
作
品
と
し
て
、
運
河
公
園
会
場
で
は
旧
日
本
郵
船
小
樽
支
店
に

対
し
て
映
像
投
影
実
験
を
行
う
こ
と
で
単
に
そ
こ
に
あ
る
建
物
を
見

る
だ
け
で
は
な
い
特
別
な
体
験
を
提
供
し
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
時
の

集
客
に
貢
献
さ
せ
ま
し
た
。

２
． 

ア
ー
ト
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
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ア
ー
ト
の
根
底
に
あ
る
の
は

「
今
、
目
の
前
に
な
い
も
の
を
発

想
し
創
作
、
表
現
す
る
こ
と
」

で
あ
り
、
小
樽
の
文
化
的
価
値

を
大
き
く
向
上
さ
せ
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。
小
樽
に
は

そ
の
発
想
を
促
す
物
語
が
町
中

に
埋
ま
っ
て
お
り
、
ア
ー
ト
で

培
わ
れ
た
発
想
力
と
創
造
力
は
、

ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
、
起
業

な
ど
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に

応
用
が
可
能
で
す
。

なぜアート？
クリエイティブな環境へ

第2回 第3倉庫はMAHDAKAI?　藤氏スライドより



　
文
化
観
光
の
視
点
に
立
ち
、
新
し
い
創
造
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、

ま
ず
は
学
び
の
機
会
が
必
要
で
す
。
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
創
作
技
術

を
学
ぶ
こ
と
で
、
市
民
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
与
で
き
る
環
境

を
整
え
て
い
き
、
共
創
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

・
地
域
の
食
文
化
や
歴
史
を
学
ぶ
場
の
提
供

・
市
内
の
教
育
機
関
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
学
び
の

   

機
会
の
創
出

・
第
３
創
庫
を
拠
点
と
し
た
体
験
型
学
習
の
展
開

・
市
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
迎
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

　
共
育
・
共
創
の
過
程
を
通
じ
て
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
、
創
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
が
事
業
化
す
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
、
産
学
官
民
の
連
携
や
創
業
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

・ 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
支
え
る
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
ス
タ
ジ
オ
の
設
置

・ 

産
学
官
民
連
携
に
よ
る
創
業
支
援

・ 「
ま
だ
会
」
を
活
用
し
た
ア
イ
デ
ア
創
出
と
実
装
の
支
援

こ
れ
ら
は
創
造
都
市
（
※
１
）
に
お
け
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ミ
リ
ュ
ー

（
※
２
）
と
呼
ば
れ
る
創
造
的
環
境
で
す
。

※
１ 

創
造
都
市
（C

reative C
ity

）
と
は
、
文
化
や
創
造
性
を
都
市
　

　
の
発
展
や
活
性
化
の
原
動
力
と
し
、
経
済
、
社
会
、
文
化
の
多
面
的
　

　
な
成
長
を
目
指
す
都
市
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
の
概
念
は
、
イ
ギ
リ
ス

    

の
都
市
研
究
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ン
ド
リ
ー
（C

harles  L
an

dry

）

    

が
提
唱
し
、世
界
中
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。特
に
文
化
や
芸
術
、

    

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
を
通
じ
て
、
都
市
が
持
つ
潜
在
的
な
魅
力

    

や
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※
２ 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ミ
リ
ュ
ー
（
創
造
的
環
境
）
と
は
、
ク
リ
エ

   

イ
テ
ィ
ブ
な
活
動
や
文
化
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
自
然
に
生
ま
れ
、

     

育
ま
れ
る
環
境
や
場
所
を
指
し
ま
す
。
こ
の
概
念
は
都
市
計
画
や

    

地
域
活
性
化
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
の
発
展
に
お
い
て
重
要
な

    

役
割
を
果
た
し
、
特
に
創
造
性
や
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る

    

基
盤
を
提
供
す
る
空
間
を
意
味
し
ま
す
。

【
構
成
要
素
】
１
．
物
理
的
な
環
境:

歴
史
的
建
造
物
や
芸
術
的
な
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
、
ユ
ニ
ー
ク
な
景
観
な
ど
、
そ
の
場
所
な
ら
で
は
の
特
徴
や

個
性
。
２
．
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク:

芸
術
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
建
築
家
、

研
究
者
、
起
業
家
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
集
ま

る
こ
と
で
、
多
様
な
ア
イ
デ
ア
が
交
差
す
る
環
境
。
地
元
住
民
や
外
部

か
ら
の
訪
問
者
と
の
交
流
に
よ
る
相
乗
効
果
。
３
．
文
化
的
資
本:

地

域
の
歴
史
や
文
化
、
伝
統
を
活
か
し
つ
つ
、
新
し
い
表
現
や
価
値
観
を

取
り
入
れ
る
柔
軟
性
。
４
．
自
由
な
雰
囲
気:

創
造
性
を
妨
げ
な
い
寛

容
な
環
境
。
異
な
る
価
値
観
を
受
け
入
れ
、
新
し
い
挑
戦
を
後
押
し
す

る
文
化
。
５
．
ア
ク
セ
ス
の
良
さ:

都
市
内
外
か
ら
の
交
通
や
情
報
ア

ク
セ
ス
の
し
や
す
さ
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
や
都
市
の
発
展
に
お
い
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

促
進
／
経
済
的
効
果
／
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
／
住
民
の
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
向
上
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
Ｏ
Ｃ
＋
で
こ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き
て
い
る
「
お
た
るM

IR
A
I

共
創

カ
イ
ギ
＝
ま
だ
会
」
は
、
こ
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ミ
リ
ュ
ー
形
成
に

大
き
く
貢
献
す
る
取
り
組
み
で
す
。

３
．
共
に
学
び
、
共
に
創
る
「
共
育
」
の
必
要
性

４
．
創
発
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
事
業
を
形
に
＝

        

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ミ
リ
ュ
ー
の
形
成
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旧
第
３
倉
庫
の
価
値
を
最
大
限
に
引
き
出
し
な
が
ら
、
地
域
の
主
体

性
を
重
視
し
た
利
活
用
を
進
め
る
た
め
、
新
た
に
「
第
1.5
フ
ェ
ー
ズ
」

を
設
定
し
ま
す
。
こ
の
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
最
小
限
の
ス
ペ
ー
ス
で
「
食
」

と
「
ア
ー
ト
」
に
関
連
す
る
機
能
を
導
入
し
、
建
物
の
可
能
性
を
実
証

し
な
が
ら
段
階
的
に
活
用
範
囲
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
将
来
的
な
本
格

活
用
（
第
２
フ
ェ
ー
ズ
）
へ
向
け
た
基
盤
を
整
え
る
た
め
の
重
要
な
期

間
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
段
階
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
地
域
主
体
で
旧
第
３
倉
庫
の
活
用

モ
デ
ル
を
確
立
し
、
そ
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

  

旧
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
活
用
Ｍ
Ｔ
案
）

  

新
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
Ｏ
Ｃ
＋
案
）

こ
の
よ
う
に
、
第
1.5
フ
ェ
ー
ズ
を
通
じ
て
、
旧
第
３
倉
庫
の
持
つ
価
値

を
実
際
の
利
活
用
の
中
で
確
認
し
な
が
ら
、
地
域
主
体
で
の
活
用
を
強

化
し
ま
す
。
段
階
的
な
活
用
に
よ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
を
高
め
、

地
域
全
体
お
よ
び
文
化
観
光
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
活
用
準
備
期
間
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
２
０
２
５
年
度
で
は
、
下
記

の
取
り
組
み
を
行
い
な
が
ら
、
２
０
２
６
年
度
か
ら
は
じ
ま
る
第
1.5

フ
ェ
ー
ズ
の
利
活
用
開
始
に
備
え
ま
す
。

（
１
）
国
登
録
有
形
文
化
財
へ
の
申
請
と
分
区
条
例
変
更
の
実
施（
市
）

市
が
こ
れ
ら
を
行
い
、
旧
第
３
倉
庫
利
活
用
や
文
化
観
光
都
市
へ
と

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
を
高
め
ま
す
。

（
２
）
旧
第
３
倉
庫
利
活
用
協
議
会
の
編
成
と
計
画
の
実
行

旧
第
３
倉
庫
利
活
用
を
推
進
す
る
小
樽
市
と
Ｏ
Ｃ
＋
を
軸
と
し
た
産
学
官

民
連
携
の
専
門
協
議
会
を
編
成
し
、
本
利
活
用
計
画
を
よ
り
具
体
的
に
発

展
さ
せ
、
構
成
組
織
が
実
行
に
移
し
ま
す
。
北
運
河
の
エ
リ
ア
マ
ジ
メ
ン

ト
協
議
会
や
、
隣
接
す
る
３
拠
点
連
携
協
議
会
も
、
旧
第
３
倉
庫
利
活

用
協
議
会
を
軸
と
し
て
、
関
係
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
加
え
た
形
で
設

置
し
ま
す
。

２
． 

新
た
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定

１
．
第
1.5
フ
ェ
ー
ズ
の
設
置
と
意
義
、
地
元
主
体
　

　
　
の
段
階
的
活
用
へ

３
．
第
１
フ
ェ
ー
ズ
最
終
年
度
の
取
り
組
み

　   

（
第
1.5
フ
ェ
ー
ズ
始
動
に
向
け
て
）

・
第
１
フ
ェ
ー
ズ
（
〜
２
０
２
５
年
度
）:

活
用
準
備
期
間

・
第
２
フ
ェ
ー
ズ
（
２
０
２
６
年
度
〜
）:

本
格
活
用
期
間

・
第
１
フ
ェ
ー
ズ
（
〜
２
０
２
５
年
度
）:

活
用
準
備
期
間

・ 

第
1.5
フ
ェ
ー
ズ
（
２
０
２
６
年
度
〜
２
０
２
９
年
度
）:

コ
ン

  

セ
プ
ト
実
装
期
間
（
地
元
主
体
利
活
用
開
始
）

・ 

第
２
フ
ェ
ー
ズ
（
２
０
３
０
年
度
〜
） :

本
格
活
用
期
間（
地
元
主
体
）

16

　
旧
第
３
倉
庫
利
活
用
開
始
へ
向
け
て

第
４
章



（
３
）
導
入
機
能
の
運
営
を
担
う
地
元
事
業
者
の
募
集
・
選
定

利
活
用
の
実
行
を
中
心
的
に
担
う
地
元
事
業
者
の
募
集
・
選
定
を
行
い
、

旧
第
３
倉
庫
利
活
用
協
議
会
に
加
え
ま
す
。
Ｏ
Ｃ
＋
は
こ
の
事
業
者
と

共
に
、
事
業
収
支
計
画
を
作
り
な
が
ら
、
協
議
の
上
、
ア
ー
ト
等
の
文

化
的
要
素
の
強
い
機
能
の
運
営
を
検
討
し
ま
す
。
な
お
、
事
業
者
は
地

域
商
社
と
し
て
機
能
す
る
組
織
が
望
ま
し
い
で
す
。

（
４
）
旧
第
３
倉
庫
の
名
称
決
定
と
ロ
ゴ
等
関
連
デ
ザ
イ
ン
の
確
立

施
設
名
称
を
公
募
の
上
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
利
活
用
に
お
け
る
ロ
ゴ

デ
ザ
イ
ン
を
含
む
関
連
す
る
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
結
果
を
反
映
し
つ
つ
確

立
し
、
統
一
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
利
活
用
全
般
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

（
５
）
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
た
運
営
体
制
の
構
築

Ｏ
Ｃ
＋
で
は
、
文
化
観
光
推
進
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
ア
ー
ト
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
「
中
間
支
援
組
織
」
を
目
指

す
た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
ま
す
。

※
Ｏ
Ｃ
＋
で
は
２
０
２
５
年
度
に
長
年
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
従

事
す
る
理
事
を
迎
え
、
協
力
隊
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
ア
ー
ト
の
中

（
６
）「M

A
D
E
 IN

 

第
３
創
庫
」
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発

旧
第
３
倉
庫
の
魅
力
を
存
分
に
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

売
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
商
品
を
開
発
し
ま
す
。

（
７
）
社
会
実
証
実
験
の
継
続
と
「K

IT
A
U
N
G
A
 “
D
E
S
IG

N
” 

       D
IS

T
R
IC

T

」
の
開
催

２
０
２
５
年
度
は
、
第
1.5
フ
ェ
ー
ズ
で
導
入
す
る
機
能
に
関
す
る
社
会

実
証
実
験
を
継
続
し
な
が
ら
、「K

IT
A
U
N
G
A
 D
IST

R
IC
T

」
を
開

催
し
ま
す
。"D

E
SIG

N
"

と
い
う
言
葉
を
追
加
し
、
意
図
的
に
ま
ち
づ

く
り
や
文
化
的
創
造
に
重
点
を
置
き
、「
食
」と「
ア
ー
ト
」を
含
め
た
ト
ー

タ
ル
な
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
推
進
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
発
展
さ
せ
ま
す
。
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Ｆ
．
情
報
提
供
機
能

Ｇ
．
ス
タ
ジ
オ
機
能

Ｈ
．
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
機
能

Ｉ
．
体
験
ア
ー
ト
機
能

Ｊ
．
駐
車
場
機
能

こ
れ
ら
は
、
活
用
Ｍ
Ｔ
が
掲
げ
て
い
た
下
記
の
３
項
目
を
満
た
し
ま
す
。

① 

市
民
が
「
ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
」
を
感
じ
ら
れ
る
場
の
創
出:

 
Ａ
，
Ｄ
，
Ｆ
，
Ｇ
，
Ｈ

② 

暮
ら
す
人
も
訪
れ
る
人
も
小
樽
の
魅
力
や
価
値
を
共
有
で
き
る
場
の

　
創
出:

Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
，
Ｅ
，
Ｆ
，
Ｉ
，
Ｊ

③ 

豊
か
な
感
性
、将
来
を
担
う
人
材
を
育
む
場
の
創
出:

Ａ
，Ｂ
，Ｆ
，Ｇ
，　

　
Ｈ
，
Ｉ

第
1.5
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
旧
第
３
倉
庫
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し

な
が
ら
、
文
化
観
光
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
実
現
す
る
た
め
、
大
規
模

な
投
資
を
伴
わ
ず
に
運
用
可
能
な
エ
リ
ア
か
ら
活
用
を
開
始
し
、
段
階

的
に
エ
リ
ア
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
主
体
の
「
自

分
た
ち
場
所
」
を
市
民
と
共
に
実
現
し
、
旧
第
３
倉
庫
の
価
値
を
引
き

出
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
活
用
モ
デ
ル
の
基
盤
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
導
入
す
る
機
能

 

Ａ
．
カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
機
能

 

Ｂ
．
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
機
能

 

Ｃ
．
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
機
能

 

Ｄ
．
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
機
能

 

Ｅ
．
シ
ョ
ッ
プ
機
能

創
る
人
、
働
く
人
、
観
光
す
る
人
、
ま
ち
あ
そ
び
を
す
る
人
が
緩
や
か
に
繋
が
る
複
合
施
設
へ
向
け
て
。

活
用
し
な
が
ら
見
え
て
く
る
課
題
や
価
値
を
柔
軟
に
組
み
込
み
な
が
ら
第
２
フ
ェ
ー
ズ
へ
。

※
第
1.5
フ
ェ
ー
ズ
の
利
活
用
は
分
区
条
例
改
定
後
に
利
活
用
協
議
会
の
構
成
組
織
が
開
始
す
る
。

1
．
導
入
す
る
機
能
と
段
階
的
拡
張

・
食
を
テ
ー
マ
と
し
た
多
用
途
の
場
と
し
て
機
能
し
、
日
常
的
な

   

賑
わ
い
を
創
出
。

・
地
元
食
材
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
、
食
文
化
の
発
信
拠
点

   

と
す
る
。

・
施
設
の
運
営
に
関
わ
る
組
織
の
事
務
所
と
し
て
活
用
。

・
各
士
業
や
起
業
家
が
集
ま
り
、
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
や
創
業

   

支
援
の
場
と
し
て
も
機
能
。

・
ア
ー
ト
展
示
や
企
画
展
を
開
催
し
、
訪
れ
る
人
々
に
新
た
な
文
化
体
験

   

を
提
供
。

・
小
樽
や
北
運
河
に
関
連
す
る
書
籍
・
資
料
を
集
め
た
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を

    

設
置
し
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
学
べ
る
場
と
す
る
。

・
２
階
、
現
事
務
所
箇
所
の
一
部
を
オ
ー
プ
ン
な
使
い
方
が
で
き
る

    

空
間
と
す
る
。

・
１
階
運
河
の
テ
ラ
ス
や
２
階
バ
ル
コ
ニ
ー
（
約
63
ｍ
）
を
活
用
し
た

    

開
放
的
な
空
間
を
提
供
。

・
運
河
散
策
路
と
一
体
と
な
る
こ
と
で
、
歩
行
者
が
自
然
に
立
ち

   

寄
れ
る
賑
わ
い
を
演
出
。

・
天
井
の
高
さ
を
活
か
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が

    
創
作
活
動
を
行
え
る
ス
タ
ジ
オ
を
設
置
。

・
市
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
交
流
し
、
新
た
な
文
化
を
創
出

   

す
る
場
を
提
供
。

・
Ｆ
Ｍ
お
た
る
と
連
携
し
た
ラ
ジ
オ
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
の
機
能
を

    

持
た
せ
、
地
域
の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
も
活
用
。

・
日
替
わ
り
出
店
や
料
理
教
室
が
可
能
な
設
備
を
整
備
し
、
新
た
な

   

食
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
験
の
場
と
し
て
活
用
。

・
旧
第
３
倉
庫
や
北
運
河
に
関
連
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
や
資
料
を

   

販
売
。

・
施
設
の
入
場
管
理
、
案
内
機
能
の
ほ
か
、
北
運
河
エ
リ
ア
の 

   

文
化
観
光
情
報
を
発
信
。

・
観
光
客
に
向
け
た
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
文
化
観
光
イ
ン
フ
ォ

   

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
。

・
１
階
に
あ
る
１
０
０
ｍ
の
長
い
廊
下
を
歩
き
な
が
ら
建
物
の

   

歴
史
を
体
験
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
。

・
建
物
内
外
を
装
飾
す
る
ア
ー
ト
を
導
入
し
、
訪
れ
る
人
々
に

   

独
自
の
体
験
を
提
供
。

・
敷
地
北
側
の
外
部
空
間
を
活
用
し
、
来
訪
者
向
け
の
駐
車

  

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。

・
同
じ
く
外
部
空
間
に
電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
充
電
ス
ポ
ッ
ト

  

な
ど
も
整
備
し
、
利
便
性
を
向
上
。
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第
1.5
フ
ェ
ー
ズ:

旧
第
３
倉
庫
利
活
用
開
始
、

「
自
分
た
ち
場
所
」
の
実
装

第
５
章



（
２
）
動
線
と
回
遊
性
の
確
保

ａ
．
建
物
南
側
に
新
た
な
出
入
口
を
設
置

ｂ
．
建
物
北
側
の
回
遊
性
を
向
上

ｃ
．
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
の
強
化

ｄ
．
運
河
ク
ル
ー
ズ
乗
降
場
の
設
置

ｅ
．
北
運
河
エ
リ
ア
と
の
さ
ら
な
る
接
続
強
化

こ
れ
ら
の
施
策
を
段
階
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
旧
第
３
倉
庫
を
中
心

と
し
た
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、
北
運
河
エ
リ
ア
全
体
の
活
性

化
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
関
連
法
規
上
の
制
限
（
消
防
法
及
び
建
築
基
準
法
）

〈
消
防
法
に
関
す
る
対
応
〉

旧
第
３
倉
庫
の
利
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
大
規
模
な
消
防
用
設
備
等
の

設
置
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
以
下
の
方
針
を
採
用
す
る
。

① 

特
定
用
途
を
含
む
複
合
用
途
防
火
対
象
物
の
制
限
（
特
定
用
途
が

     
３
０
０
㎡
未
満
）

・ 
特
定
用
途
（
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
）
は
、
そ
の
合
計 

   

床
面
積
を
３
０
０
㎡
未
満
に
抑
え
る
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

   

は
展
示
品
等
を
販
売
す
る
目
的
の
場
合
に
は
特
定
用
途
と
解
さ
れ
る
。

・ 

非
特
定
用
途
（
ス
タ
ジ
オ
、シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、ラ
ジ
オ
ス
タ
ジ
オ
等
）

   

は
、
こ
の
制
限
の
対
象
外
で
あ
り
、
別
途
拡
張
が
可
能
で
あ
る
が
、

   

使
用
実
態
が
確
定
後
に
消
防
と
協
議
が
必
要
。

② 

収
容
人
員
（
従
業
員
、
そ
の
他
）の
制
限

・ 

常
駐
従
業
員
数
を
２
０
名
未
満
に
制
限
し
、
非
常
警
報
設
備
等
の

   

設
置
義
務
を
回
避
す
る
。

・ 

効
率
的
な
管
理
を
実
現
す
る
た
め
、IT

/IoT
技
術
を
活
用
し
た

   

運
営
体
制
を
検
討
す
る
。

〈
建
築
基
準
法
に
関
す
る
対
応
〉

本
施
設
の
利
活
用
に
あ
た
り
、
建
築
基
準
法
の
規
定
に
適
合
す
る
よ
う

に
拡
張
箇
所
に
お
け
る
必
要
な
改
修
を
行
う
。

③ 

２
階
居
室
の
制
限
（
２
０
０
㎡
未
満
）

・ 

現
状
の
段
階
で
は
、
２
階
の
居
室
床
面
積
は
２
０
０
㎡
未
満
に  

  

制
限
さ
れ
る
。

・ 

２
階
の
用
途
拡
張
に
は
、
階
段
の
新
設
や
避
難
動
線
の
確
保
が
課
題

  

と
な
る
た
め
、
適
宜
対
応
を
検
討
す
る
。

④ 

居
室
の
採
光
・
換
気
・
排
煙
設
備
の
設
置

・ 

新
規
の
居
室
に
は
適
切
な
採
光
・
換
気
・
排
煙
設
備
を
設
置
す
る
。

⑤ 

内
装
制
限
お
よ
び
防
火
区
画
の
対
応

・ 

内
装
を
改
修
す
る
際
は
、
内
装
制
限
に
適
合
す
る
仕
上
げ
と
す
る
。

・ 

防
火
区
画
に
つ
い
て
は
、
用
途
拡
張
時
に
必
要
に
応
じ
て
適
切
な

   

対
応
を
行
う
。 

図版準備 5-1.ai

・
建
物
南
側
の
塞
が
れ
て
い
る
開
口
部
に
新
た
な
出
入
口
を
設
置
し
、

   

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
導
線
を
確
保
。

こ
れ
に
よ
り
建
物
の
象
徴
で
あ
る
１
０
０
ｍ
の
長
い
廊
下
が

訪
問
者
を
迎
え
る
印
象
的
な
空
間
と
し
て
機
能
。

・
旧
第
３
倉
庫
北
端
か
ら
対
岸
へ
の
水
上
移
動
手
段
の
導
入
を
検
討
。

・
渡
し
船
や
小
型
フ
ェ
リ
ー
な
ど
の
選
択
肢
を
考
慮
し
、
北
運
河

   

エ
リ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
。

・
屋
内
階
段
横
の
リ
フ
ト
の
活
用
や
、建
物
内
外
の
段
差
を
解
消
し
、

    

幅
広
い
来
訪
者
に
対
応
。

・
高
齢
者
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
者
も
ス
ト
レ
ス
な
く
利
用
で
き
る

   

施
設
環
境
を
整
備
。

・
運
河
ク
ル
ー
ズ
と
連
携
し
、
旧
第
３
倉
庫
前
に
新
た
な
乗
降
場

   

を
設
置
。

・
水
上
交
通
を
活
用
し
た
回
遊
ル
ー
ト
を
形
成
し
、
北
運
河
エ
リ
ア

    

と
の
一
体
的
な
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
実
現
。

・
１
階
運
河
側
の
現
在
塞
が
れ
て
い
る
北
側
２
箇
所
の
出
入
口
を

    

開
放
し
、
建
物
内
外
の
一
体
感
を
強
化
。

・
運
河
面
北
側
の
１
‐
２
階
を
つ
な
ぐ
外
部
階
段
を
現
行
基
準
に

  

合
わ
せ
て
改
修
し
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
可
能
に
。

  （
※
避
難
経
路
と
し
て
の
活
用
も
検
討
）
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⑥
３
階
・
４
階
お
よ
び
倉
庫
用
途
の
維
持

・ 

当
該
箇
所
は
当
面
の
間
、
倉
庫
用
途
を
維
持
す
る
。

⑦ 

２
階
バ
ル
コ
ニ
ー
の
安
全
対
策

・ 

建
築
基
準
法
に
適
合
す
る
手
摺
の
設
置
や
、
安
全
対
策
を
講
じ
る
。

・ 

必
要
に
応
じ
て
構
造
補
強
を
行
う
。

こ
れ
ら
の
方
針
に
基
づ
き
、
法
令
を
遵
守
し
な
が
ら
利
活
用
計
画
を
進
め

て
い
く
。
た
だ
し
、
分
区
条
例
変
更
後
で
あ
る
こ
と
が
前
提
。

  【
用
語
の
定
義
】

   

22

❶ガストロノミーカフェ・レストラン (199m 2 )
イベントスペース、シェアキッチン、ギャラリー、ライブラリーなど
多目的な使い方が可能な第 3創庫のコアスペース。

● 

防
火
対
象
物
…
山
林
又
は
舟
車
、船
き
ょ
若
し
く
は
ふ
頭
に
繋
留
さ
れ
た

        

船
舶
、建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
属
す
る
物
を
い
う
。

● 

特
定
防
火
対
象
物 

… 

不
特
定
多
数
の
者
が
出
入
り
す
る
防
火
対
象
物

      

や
、
火
災
発
生
時
に
避
難
が
困
難
な
施
設
な
ど
の
防
火
対
象
物
を
指
す
。
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想
定
タ
ー
ゲ
ッ
ト

（
１
）
地
元
住
民
・
創
造
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
小
樽
市
民
、特
に
食
関
連
事
業
者
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、

　
起
業
家
、
歴
史
・
文
化
に
関
心
の
あ
る
層

・「
自
分
た
ち
場
所
」
と
し
て
地
域
主
体
の
活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ
や

　
団
体
（「
ま
だ
会
」
含
む
）

（
２
）
観
光
客
・
文
化
体
験
を
求
め
る
層

・
小
樽
を
訪
れ
る
国
内
外
の
観
光
客

・
体
験
型
観
光
に
興
味
を
持
つ
層
（
食
、
ア
ー
ト
、
文
化
遺
産
に
関
心

　
の
あ
る
人
）

（
３
）
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
関
係
者

・
起
業
や
新
事
業
を
検
討
す
る
地
元
の
事
業
者

・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
や
観
光
業
の
事
業
拡
大
を
図
る
企
業

主
な
取
り
組
み

（
１
）
文
化
・
創
造
の
発
信
拠
点
と
し
て
の
運
営

・
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
定
期
開
催

・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
向
け
の
ス
ペ
ー
ス
提
供

・
地
域
住
民
が
主
体
的
に
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

（
２
）
観
光
価
値
の
向
上
と
文
化
観
光
の
促
進

・
旧
第
３
倉
庫
を
拠
点
と
し
た
小
樽
の
歴
史
・
文
化
体
験
の
提
供

・
体
験
型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
食
、
ア
ー
ト
、
歴
史
探
索
ツ
ア
ー
な
ど
）   

   

の
企
画

・
文
化
観
光
都
市
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
国
内
外
へ
の
発
信

（
３
）
地
域
経
済
へ
の
貢
献

・
地
元
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
・
商
品
開
発

・
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
や
ス
タ
ジ
オ
の
活
用
に
よ
る

   

創
業
支
援
・
食
関
連
事
業
継
承
支
援

・
失
わ
れ
た
人
気
店
の
メ
ニ
ュ
ー
復
刻
・
提
供

・
地
元
食
材
を
活
か
し
た
飲
食
店
の
展
開
、
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド

   「M
A
D
E
 IN

 

第
３
創
庫
」
の
確
立

　
旧
第
３
倉
庫
の
利
活
用
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
支
援

し
建
物
の
保
全
に
活
か
す
た
め
に
入
場
料
を
設
定
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
利
活
用
開
始
後
は
国
内
外
に
広
く
発
信
を
行
い
、
小
樽
観
光
の

マ
ス
ト
プ
レ
イ
ス
と
な
る
展
開
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
市
民
に
お
い
て

は
特
定
の
条
件
の
下
に
入
場
無
料
の
形
を
設
定
し
ま
す
。

　
第
1.5
フ
ェ
ー
ズ
を
経
て
、
本
格
的
な
活
用
へ
と
移
行
す
る
た
め
の

準
備
と
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

（
１
）
活
用
エ
リ
ア
拡
張
に
向
け
た
調
査
と
準
備

・
収
益
性
の
検
証
と
事
業
継
続
性
の
評
価

・
構
造
家
を
交
え
た
耐
震
診
断
の
実
施
に
よ
り
耐
震
補
強
や
追
加
設
備

   

の
設
置
計
画
の
策
定

・
関
係
法
規
の
最
新
動
向
を
踏
ま
え
た
対
応
策
の
検
討

・
文
化
財
の
利
活
用
に
お
け
る
国
と
の
協
議

（
２
）
産
学
官
民
連
携
の
強
化
と
資
金
調
達

・
利
活
用
協
議
会
を
通
じ
、
持
続
可
能
な
施
設
運
営
モ
デ
ル
を
構
築

・
民
間
資
本
・
開
発
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る
追
加
投
資
の
可
能
性
を
探
る

・
助
成
金
・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
の
活
用
を
検
討

（
３
）
文
化
観
光
と
し
て
の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化

・
文
化
観
光
都
市
・
小
樽
の
シ
ン
ボ
ル
的
施
設
と
し
て
の
確
立

・
国
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
強
化
（
食
、ア
ー
ト
、観
光
分
野
）

・
北
運
河
お
よ
び
隣
接
す
る
エ
リ
ア
と
一
体
化
し
た
観
光
ル
ー
ト
の
確
立

こ
の
流
れ
で
第
２
フ
ェ
ー
ズ
へ
向
け
た
準
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
第
1.5

フ
ェ
ー
ズ
の
実
績
を
も
と
に
、
長
期
的
な
視
点
で
の
施
設
活
用
と
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

5-2.ai

２
． 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
主
な
取
り
組
み

３
． 

第
２
フ
ェ
ー
ズ
へ
向
け
た
活
動



利
活
用
を
建
物
全
体
へ
拡
張
。
食
と
ア
ー
ト
の
文
化
観
光
拠
点
を
、
更
な
る
１
０
０
年
先
へ
向
け
た
小
樽
の
新
し
い
顔
へ

※
第
２
フ
ェ
ー
ズ
の
利
活
用
は
、
そ
れ
ま
で
の
活
動
に
対
し
て
真
に
共
感
を
示
す
開
発
事
業
者
と
利
活
用
協
議
会
が
連
携
し
て
行
い
ま
す
。
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昔からある、小樽の新しい顔。
物を置くために積層された空間を開放し、人が自由に建物内を横断できる形に全面改修。
食とアートを軸とした一つの街の様に、沢山のヒト・モノ・コトが STOCK & FLOWしながら混ざり合い、
新たな価値を次々と生み出す、世界へ誇れる施設へ。

※本計画は、建築家フロリアン・ブッシュ氏より提案された案をベースとして制作されました。

未来遺産 HERITAGE CREATING HERITAGE

建物全体を楽しむ
THE BUILDING BECOMES A NETWORK

開放的な構成

-みんなの空間 -
TO OPEN INTERACTION

-A SPACE FOR PEOPLE-

積み重なった平面

-缶の為の空間 -
FROM ISOLATED LAYERS

-A SPACE FOR CANS-
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縦断面図
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8　アートキャンパス

 9　レストラン
10　バー
11　アーカイブ
12　クッキングスタジオ

13　デッキ
18　倉庫 /機械室
19　プラザ

1　マーケット
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3　カフェ
7　コワーキング
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 9　レストラン
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フロア案内
FLOOR GUIDE
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イベント /遊び場

海側からの眺望

EVENT / KID PLAYGROUND



　明治維新後の近代～戦後～現代と続くなかで、北海道と小樽は急速に社会的・

経済的役割を与えられ、発展と停滞を繰り返し現在に至っています。

明治・大正期の〈北への投資〉が、現在の小樽の財産となっていることは皆さんも

異論のないところであると思います。

　また、調べていくうちに、この旧第 3倉庫は、今に続く佇まい (景観 ) だけでは

なく建物としての価値が大いにあることが判ってきました。そして、これを私たち

は、次の時代を創り出す象徴的な場所として位置づけました。

　産業遺構ではありますが、今後は芸術・文化を加えたかたちで「小樽で生かす」

ことを基本として活用を考えています。現代の現役世代は、学生時代に日本の近代

史をしっかりと習っていません。そこで、改めてこの近代を紐解きながら、歴史的

価値を生かしていく挑戦を始めています。

　100 年前と今とでは様々な常識やルールが変わってきているので簡単ではありま

せんが、北海道や小樽が優位にある「食」も加えて次の世代へ継いで行く提案と実

践を続けていきたいと思います。

私たちは、経済的価値だけに終始しない、市民の心の演出を始めていきます。

今後も、皆さんの参加をお待ちしています。

NPO法人 OTARU CREATIVE PLUS　理事長　井上 晃

　2020 年、「第 3倉庫の解体を検討する」という話が市に

持ち込まれ、間を置かずに解体猶予を申込み、その間に『第

3倉庫活用ミーティング』が開かれ学習と検討を進め、報告

をまとめました。当の北海製罐㈱さんも小樽市も、商工会議

所も市民も、関心を持った市外の方も、皆さんこの倉庫の

価値を理解し、保全活用するようにと、NPO法人 OTARU 

CREATIVE PLUS が、制限のある中で社会実証実験を重

ね、助走期間が経過しました。その間、土地・建物が市の

所有に移り、OC＋と市の協議、社会実証実験を通して募っ

た旧第 3倉庫の将来的な利活用方法について、OC＋でまと

めたものが本誌です。

Epilogue 
－ 100 年後の小樽へ －
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OTARU CREATIVE PLUS　旧第 3倉庫利活用計画

＜おたるMIRAI 共創カイギ（まだ会）＞
第 0回
登壇者　「小樽から目指す水中ホッケー日本代表」　Otaru fanfare 小竹　多聞　氏
　　　　「運河１００年を盛大に祝い”これからの小樽”のきっかけにしたい！」
　　　　　小樽運河１００年プロジェクト実行委員会　広報プロモーション部会 西　将旦　氏
　　　　「小樽に若者がゆるく繋がるシステムを！」　tagayasu company　橋本　つぐみ　氏

第 1回
登壇者　「民藝を通して、心身豊かに暮らせる街を作る！」　吉田　慎司　氏
　　　　「小さな街並み保存と地域活性化を裏小樽モンパルナスから実現したい」　平山　秀明　氏
　　　　 「小樽に身体も心も健康で幸せな人を増やしたい！」 山田　ともみ　氏

第 2回
登壇者　「サンタ衣装で街をジャックして、子供たちに元気を！」　小樽サンタラン
　　　　「マイナーな“福祉有償運送”を広めて、坂の街を過ごしやすい街に！」　松野　勝浩　氏
　　　　「小樽発のプロサッカーチームを作りたい！」　福島　雄大　氏

第 3回
登壇者　「おたるMIRAI 共創カイギの今後について」　五十嵐　慎一郎　氏

第 4回
登壇者　「鉄道を活用した後志の発展について」　工藤 栞太　氏
　　　　「小樽で孤独・孤立を感じている人をゼロにしたい」　三崎 一彦　氏
　　　　 「夢を叶えられる小樽にしたい」　原田　優真　氏
第 5回
登壇者　「小樽の高齢者の「歩く」を護る 訪問フットケアを根付かせたい」
　　　　　足の爪切り専門家　越山　真也子　氏
　　　　「小樽にベンチを増やしたい！」　白井　美奈子　氏
　　　　「小樽をプロポーズの街にしたい！！」　土屋　道照　氏
第 6回
登壇者　「パラパラ」の力で小樽を活性化させたい！」　谷口　華苗　氏
　　　　「総合格闘技ジムを小樽に作りたい」　岩城　広武　氏
　　　　「越後から伝わる「高島越後踊り」を次世代に残したい！」　高島越後踊り保存会
第 7回
登壇者　「カレーの魅力で小樽のママ達を元気に！」　Rico カレー　飯尾　由里子　氏
　　　　「激坂の街・小樽をサイクリストに広げたい！」　サイクルショップ朝里　吉田　翔　氏
　　　　小樽商科大学生が地域活性化に取り組む『オアソビプロジェクト』について
　　　　　小樽商科大学　オアソビプロジェクト
第 8回
登壇者　「旧石山中を残したい！」　読売新聞小樽支局長　片岡　正人　氏
　　　　「小樽の街を舞台にした参加型のショーを上演したい！」　劇団バナナ　草野　七瀬　氏

　　　　「小樽商科大学から日本初、現役国立大学女子学生の冬季オリンピック出場を目指す！」
　　　　　小樽商科大学　地下 綾音　氏

第 9回　横浜国立大学×小樽商科大学×「まだ会」 合同企画
登壇者　「小樽活性化に向けたアイディア」について　横浜国立大学生、小樽商科大学生

まだラジ！
番組パーソナリティ　田口　智子　氏

令和6年 5月 28日（火）
ゲスト　足の爪切り専門家　越山　真也子　氏
　　　　小樽ベンチプロジェクト　白井　美奈子　氏
　　　　「まだ会」の運営スタッフ、箒職人　吉田　慎司　氏

令和6年 6月 25日（火）
ゲスト　一般社団法人 日本プロポーズアドバイザー協会代表、「ジュエリー土屋」　社長　土屋　道照　氏
　　　　「まだ会」運営スタッフ、合同会社Porto Parco　三崎　一彦　氏
令和6年 7月 23日（火）
ゲスト　高島越後踊り保存会　松岩　一輝　氏、嶋野　まゆこ　氏
　　　　「まだ会」運営スタッフ、NPO法人ワーキンググループ　松野　勝浩　氏

令和6年 8月 27日（火）
ゲスト　第6回まだ会登壇者　
　　　　谷口　華苗　氏、岩城　広武　氏

令和6年 9月 24日（火）
ゲスト　第7回まだ会登壇者　Rico curry spice × family　飯尾　ゆりこ　氏
　　　　　　　　　　サイクルショップ朝里　吉田　翔　氏

令和6年 10月 22日（火）
OTARU CREATIVE PLUS　専務理事　福島　慶介　氏
「まだ会」の運営スタッフ、箒職人　吉田　慎司　氏

令和6年 11月 26日（火）
ゲスト
第 1回「まだ会」登壇者
「やさいとお菓子の店　ふるさと」　山田　ともみ　氏
第8回「まだ会」登壇者　日英バイリンガルシアター「劇団バナナ」代表　草野　七瀬　氏

令和6年 12月 24日（火）
第8回まだ会登壇者
読売新聞小樽支局長　片岡　正人　氏
小樽商大生　アルペンスノーボーダー　地下　綾音　氏

令和7年 1月 28日（火）
第0回まだ会登壇者
水中ホッケークラブFanfare　小竹　多聞　氏
「まだ会」の運営スタッフ、箒職人　吉田　慎司　氏

令和7年 2月 25日（火）
OTARU CREATIVE PLUS　顧問　
小樽市文化財審議会会長、北海道職業能力開発大学校 特別顧問
駒木　定正　氏

令和7年 3月 25日（火）
OTARU CREATIVE PLUS　専務理事　福島　慶介　氏
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冊子・表紙デザイン：
札幌大谷大学芸術学部美術学科 玉野研究室＋秋常未佑
第 2フェーズ計画制作協力　Florian Busch Architects

理事長
専務理事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
監　事
監　事
＜関係者＞
顧　問 
　〃 
　〃 

＜オブザーバー＞

＜事務局＞

井　 上　　　 晃 
福　島　慶　介 
五十嵐　慎一郎 
伊　藤　亜由美 
齊　藤　友紀雄 
坂　本　大　介 
白　鳥　陽　子 
田　口　智　子 
久　末　智　章 
山　﨑　範　夫 
山　下　智　博 
山　本　みゆき 
佐　藤　雅　之 
佐　藤　良　裕 

石　川　直　章 
駒　木　定　正 
斎　田　義　孝 

海 谷 昌 弘
布 　 聡 哉
廣 瀬 久 也

笹 原　 馨 小
小 山 裕 太

株式会社 光合金製作所 代表取締役
株式会社 福島工務店 代表取締役
株式会社 大人 代表取締役
株式会社 クリエイティブオフィスキュー 代表取締役
合同会社 小樽ソフトウェア 代表取締役
北海道大学大学院情報科学研究院
うんがぷらす株式会社 取締役プロデューサー
フリーライター／フリーアナウンサー
株式会社 アートクリエイト 代表取締役
小樽商工会議所 専務理事
株式会社 ぬるぬる 代表取締役
小樽倉庫株式会社　代表取締役
株式会社 タルガ 代表取締役
佐藤良裕税理士事務所 所長

小樽市総合博物館 館長
北海道職業能力開発大学校 特別顧問
株式会社サイダ 取締役社長

小樽市総合政策部 官民連携室長
小樽市総合政策部 官民連携室　主幹
小樽市建設部 新幹線・まちづくり推進室景観まちづくりグループ主幹

小樽商工会議所 業務課長
小樽商工会議所 業務課主事

OC＋　活動状況

＜理事会＞R4年度 5月より毎月開催。

＜実施事業＞
令和 5年度事業
①自治基本条例フォーラム「第3倉庫と協働のまちづくり」（小樽市と共催）
　実施日令和5年 7月 15日　
②OUR PLACES #0 "CHAIRING x ぼくたちの記憶倉庫 "OC＋ with Non-.
　実施日令和5年 10月 15日　来場者　約3百人
③OUR PLACES #1 "MARCHE" OC＋ with OTARU DEPARTMENT
　実施日令和5年 11月 10日～ 12日　来場者　約4千人
④北運河散策ガイド（KITAUNGA WALK MAP）

令和 6年度事業
① ”Learning from ADAPTIVE REUSE in the Netherlands” シンポジウム  
　（北海道大学と共催）
　実施日令和 6年 10 月 4日
②KITAUNGA DISTRICT－第 3倉庫と次の 100 年へ－
　実施日令和6年 10月 12日～ 14日　来場者　約3千 2百人
　（2会場合計）
③旧第3倉庫 100 周年記念フォーラム　歴史的価値を未来へと
　繋げるために－（後援）
　実施日令和 6年 10 月 31 日
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